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は じめ に
イ デ オ ロ ギ ー概 念 を批 判 的 ・否定 的 な意 味 で用 い る イデ オ ロギ ー論 に は、 一 種 の逆 説 が 存 在
して い る。 そ の典 型 的 な構 図 に従 え ば、 イ デ オ ロギ ー は 「虚 偽 意 識 」 で あ り、 イ デ オ ロギ ー の
この 偽 りを 通 じて 不正 な社 会 的 現実 が 隠蔽 さ れ、 再 生産 され る と想 定 さ れ る。 そ して 、 そ の よ
うな イデ オ ロ ギ ー論 の構 想 を 支 え る根 本 動 機 は、 こ の よ うな迷 妄 の状 況 か ら人 間 を 解 き放 つ こ
とだ った。 そ れ 故 、 イ デ オ ロ ギ ー論 はイ デ オ ロギ ー批 判 を 自 らの存 在 理 由 の一 っ とす る。 他 方
で、 イデ オ ロ ギ ー の上 述 の 機能 が理 論 化 され る過 程 で、 イデ オ ロギ ー に過剰 な力 能 が与 え られ、
イ デ オ ロギ ーの 支 配 の 肥 大 化 とで も言 うべ き状 況 が 成立 す る。 こ う して、 批 判 の対 象 と して 相
対 化 す べ きイ デ オ ロギ ー に精 密 な規 定 を与 え よ うとす れ ばす る ほ ど、 逆 に イ デ オ ロ ギ ーの 支 配
の威 力 を過 大 に評 価 す る と い うイ デ オ ロギ ー論 の 逆説 が生 じた。 提 出論 文 の 全 体 に通 底 して い
るの は、 この イデ オ ロギ ー の過 剰 評 価 の相 対 化 とい う試 みで あ る。
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上述 のイデオ ロギー論 には暗黙 の前提が存在 す ると思 われるが、 この前提 を 「イデ オロギー
の問題地盤」 と呼ぶ。 その多義性 に もかかわ らず、 イデオ ロギー概念 の使用 と了解 が可 能で あ
るの は、 この前提が共有 されて いるか らだ と、提 出論文 は想定す る。その最大公約数 的な定式
は以下 の よ うになる。 「人 間の支配 と服従 を媒介す る社会現象 が存在 す る。 この現 象 は社会 的
現実(多 くの場合不正 な)を 隠蔽す る、あ るいは歪 曲す るとい う意味で虚偽で ある。 この現象
を イデオロギー と呼ぶ」。
これが イデオ ロギー論 の前提 の一 っを形 作 り～ 同時にイデオ ロギーの過剰評価 を産 み出す要
因に もな る。提出論 文 は、 この前提 を括弧 に入 れ、 それを自明視す るイデオロギー論が、 自 ら
の帰結 の うちに如何 な る問題 や葛藤 を生 み出す のか を明 らか にす る。 また、 それ と同時 に、 イ
デオ ロギーの過剰評価 と相即 す る形 で相対 的に軽視 されて きた契機 にも注 目す る。 それ は 「イ
デオ ロギーを前 に した人間」 とい う契機 である。主 たる素材 と して取 り上 げ られ るマル クスと
アルチ ュセ ールの イデオ ロギー論 においては、 イデオロギーが作動 す る条 件 と しての イデ オロ
ギーの受 け手 への眼差 しが欠如 しているので ある。 この眼差 しを個 々のイデオ ロギー論 の批判
的 な読 み直 しに用 い、従来 のイデオ ロギー論 にお いて欠如 して いるこの契機 を鮮 明にす ること
も、課題 の一 っ とな る。 なお、以上 は第1章(序 論)の 要約 に相当す る。
1マ ル クスのイデオ ロギー論 の個性
マルクスのイデオ ロギー論 に関 して注 目すべ きことは、 イデ オロギー概念 の定式化 の過程 に
お いて、 イデオ ロギーの存在基盤が主観的な水 準か ら社会 的現実性 の水準 へ と変化 してい るこ
とで ある。他方、 マルクスに とって イデオロギーの存在 は、 イデオ ロギーを必要 とす る社会 の
欠陥 を意味す る もので あ った。 イデオロギーは社会 のメカニズムに根差す地位が与え られるが、
そ うで あるが故 に、 マル クスに とってイデオロギ ーの存在 や支配 は克服 され廃棄 され るべ き対
象であ る。 前半部分で は、 この ようなマル クスのイデオ ロギー論 の個性 を考察 した。
第2章 初期 マル クスの宗教 批判
第2章 の課題 は、初期 マルクスの宗教批判 の考察 を通 じて、宗教批判が イデオロギー論 の発
生の ための予備的 な枠組 みを提供 して いることを明 らかにす る ことで ある。初期 マルクスの宗
教批判 はフ ォイエルバ ッハ の宗教論 の影響 を受 けてい るが、後者が前者 、 そ して イデオロギー
論 に対 して与え る積極的 な要素 と して以下 の二点 を確認 した。(1)宗教 は人間が 自分 自身 の本質
に関 して もつ幻想で ある ことが示 された(〒 虚偽意識)。幻想 であ るの は・ 人 間 的本質 の諸 性
質が神 とい う宗教的対象 に誤 って帰属 され るか らである。(2>本来 は人間 の想像力の産 物で ある
にす ぎない幻想 を仰 ぎ見、 それ に支配 され る限 りで、 それ は自己疎外で ある。
マ ルクスは以上の2点 を フォイエルバ ッハか ら受 け継 ぐが、 マルクスの視線 は、 それを越 え
て、 宗教が もって いる社会的機能 へ と注 がれる。 それ故、宗教の成立 の根拠 と して人 間的本質
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が実 現 され な い こ とが挙 げ られ て い て も・ そ の理 由 は ・ フ ォイ エル バ ッハ 流 の類 と個 の不 一 致
と い う非 歴 史 的 な もの で はな く、 社 会 的現 実 が 人 間 的本 質 の実 現 を妨 げ る と い う歴 史 的 な もの
で あ る。 そ れ ゆ え、 マ ル ク ス は、 「法 哲学 批 判 序 説 」 に お い て 、 宗 教 を 世 俗 的 な基 礎 か ら論 じ
よ う とす る姿 勢 を打 ち 出 す の で あ る。 そ の結 果 、 マ ル ク ス は、 虚 偽 意 識 と疎 外 とい う フ ォ イ エ
ルバ ッハ 流 の宗 教 の規 定 に加 え て、 宗 教 に対 して 、 現 実 世 界 の正 当化 、 補 完 、 維 持 の機 能 を授
けて い る。 イ デ オ ロ ギ ー とい う概 念 は登 場 して いな い が、 この よ うな機 能 は後 に イ デ オ ロギ ー
と呼 ば れ る現 象 の機 能 と重 な りあ う。 以 上 の よ うな 展 開 に よ って、 フ ォ イ エ ルバ ッハ の 宗教 論
に依拠 しな が ら も、 マ ル ク ス は独 自 の宗 教 論 を 提 示 した の で あ り、 そ の こ と に よ って、 初 期 マ
ル ク スの 宗 教 批 判 は後 の イ デ オ ロギ ー論 の 生成 の 契 機 とな りえ て い る こ とを 明 らか に した。
第3章 『ドイ ツ ・イ デ ロオ ギ ー』 の イデ オ ロ ギ ー論
第3章 の課 題 は、 『ドイ ツ ・イ デ ロオ ギ ー』 にお け る イデ オ ロギ ーの 「暗箱 モデ ル」(カ メ ラ ら
オ ブス キ ュ ラ とい うイ デ オ ロギ ー の比 喩)を 検 討 し、 そ の有 効 性 と限 界 を確 定 す る ことで あ る。
そ の モ デ ル は、 暗 箱 に お いて は転 倒 した 像 が 映 しだ され る よ うに、 イ デ オ ロ ギ ー に お いて は人
間 の諸 関 係 が 転 倒 して い る と述 べ る(第 一 の比 喩 の 系 列)。 暗 箱 モ デ ル の 固 有 性 は 、 イ デ オ ロ
ギ ー の条 件 を確 定 し、 そ れ を転 倒(≒ 虚 偽)に 求 め る こ とで あ る。 さ ら に、 暗 箱 モ デ ル は、 転
倒 が物 質 的 な根 拠 を持 つ こ とを示 す こ とで、 イ デ オ ロ ギ ー が 社 会 に構 造 的 に組 み込 まれ た虚 偽
で あ る こ と を示 唆 す る。 他 方 で 、 暗 箱(=暗 室)の も う一 つ の イ メ ー ジの 成 立 の た め に、 幻 想
的契 機(反 映 、 反 響 、 昇 華 物 と い う比 喩)が 導 入 され る が、 そ れ らは観 念 的 領 域 の 自立(物 質
的 な起 源 の 忘 却)を イデ オ ロギ ーの 条件 と して提 示 す る(第 二 ⑱比 喩 の 系 列)。 この 系 列 は転
倒 の比 喩 の 系 列 と は異 質 で あ って、 暗 箱 モ デ ノヒの イ メ ー ジを変 容 す る の で あ り、 イデ オ ロギ ー
に弱 々 しい 存 在 しか与 え る こ とが で きな い。
第3章 の論 点 の一 つ は、転 倒 と 自立 とい う二 つ の条 件 は両 立 しな い の で は な い か と い う懐 疑
的 な解 釈 を 提 示 す る こ とで あ る。 前 者 は、 イ デ オ ロギ ー に極 め て 堅 固 な存 立 基 盤 を 与 え るも の
で あ るが 、 後 者 は弱 々 しい影 の よ うな存 在 と して の イ デ オ ロギ ー と い う イ メ ー ジ を 産 み 出 す 。
も う一 っ の 論 点 は、 イデ オ ロギ ー の モ デ ル と して暗 箱 を 用 い る こ と の是 非 で あ る。(1)暗箱 は 、
かつ て は正 しい認 識 の モ デ ルで あ った の で あ って、 暗箱 を虚 偽 意 識 の モ デ ル と して 用 い る必 然
性 はな い。 ② マ ル ク ス はそ の必 然性 を 「転 倒=虚 偽 」 の 図 式 に求 め た の か も しれ な い が、 視 覚
の成 立 に と って転 倒 は本 質 的 で あ って 、真 偽 に関 して は中 立 的 で あ る。 だ か ら、 暗 箱 に完 全 に
依 拠 す る限 り は、 転 倒 を 真/偽 、 そ れ故 イ デ オ ロギ ー/非 イ デ オ ロ ギ ー の 基 準 とす る根 拠 は脆
弱 で あ る。(3)暗箱 モ デ ル に忠 実 な 限 り認 識 を反 映 と み な す 傾 向 が 生 じ る が 、 『ドィ ッ ・イ デ ォ
ロギ ー』 の認 識論 は これ と は別 で あ り、 虚 偽 の認 識 に 関 して で あれ 、 暗 箱 を謬 識 の モ デ ル と し
て用 い る こ と は、 『ドイ ツ ・イ デ オ ロ ギ ー』 の前 提 に反 す る。 暗 箱 モ デ ル が イ デ オ ロ ギ ー 的 加
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工 の過 程 の 指標 とな りえ て い るの は確 かで あ る と して も、 そ れ は指 標 で しか あ りえ な か った の
で あ る。
第4章 『資 本 論 』 の イ デ オ ロギ ー論
第4章 の課 題 は、 『資 本 論 』 にお け る フ ェテ ィ シズ ム論 が、 イ デ オ ロ ギ ー 論 に 対 して 有 す る
意 味 と限界 を確 定 す る こ とで あ る。 第4章 は フ ェ テ ィシ ズ ム を モデ ル と した イ デ ォ ロギ ー観 を
フ ェテ ィ シ ズ ム的 イ デ オ ロギ ー観 と名 づ け る。 フ ェテ ィ シズ ム的 イ デ オ ロ ギ ー観 の意 義 に関 し
て は、 以 下 の よ うな結 論 を導 きだ した。 フェ テ ィシ ズ ム的 イ デ オ ロギ ー観 は、 フ ェテ ィ シ ズ ム
を モ デ ル とす る こ とで、 イ デ オ ロギ ー の根 拠 と生 産 者 を社 会 構 造 の方 に求 め て い る。 そ の こ と
に よ って、 イ デ オ ロギ ー の条 件 と して の階 級 帰 属 性 が 相対 化 され、 イ デ オ ロギ ー の条 件 の 問 題
と して の イ デ オ ロギ ー の生 産 者 に関 す る新 た な洞 察 が生 み 出 され る。
ただ し、 幾 っ か の疑 問 点 も提 示 した。 まず、 フ ェテ ィ シズ ムが社 会 関 係 か ら生 じ、 イ デ オ ロ
ギ ー的 な振 る舞 い をす る こ とが 事 実 で あ る と して も、 そ こか ら、 フ ェテ ィ シズ ム的 思 考 が社 会
全 体 に特 徴 的 で あ る と結 論 す るな ら、 そ こ に飛 躍 の存 在 を感 じざ るを え な い。 ま た、 フ ェテ ィ
シ ズ ム的 イ デ オ ロギ ー観 は、 イデ オ ロギ ー を フ ェテ ィ ジズ ム の メ カ ニ ズ ム に よ って 特 徴 づけ る
が、 そ の 時 イ デ オ ロ ギ ー的 な もの はす べ て フ ェテ ィ シズ ム 的 で あ る こ とを承 認 す る の か とい う
疑 問 が生 じる。 っ ま り、 フ ェ テ ィ シ ズ ム はイ デ オ ロギ ー の諸 性 格 の なか の一 っ で は な く、 イ デ
オ ロギ ー的 な もの が す べ て フ ェテ ィ シズ ム 的 な性 格 を 自 らの必 要 条 件 とす るの か と い う疑 問 で
あ る。 この よ うな 疑 問 に加 え て 、 フ ェテ ィ シズ ム的 イ デ オ ロヂ ー論 は、 も う一 っ の 重 要 な 疑 問
を喚 起 す る。 イデ オ ロギ ーの生 産 者 が 階級 か ら社 会 へ と移 動 さ れ る ことは新 しい知見 で あ るが、
そ れ・は、 イ デ オ ロギ ー にい っそ うの客 観 性 を授 け る こと に よ って、 イデ オ ロ ギ ーを 前 に した人
間 の受 動 性 を強 化 す る こ とにっ な が るので は な いか。
第4章 は、 以 上 か ら、 フ ェテ ィ シズ ム的 イ デ オ ロ ギ ー観 は、 イ デ オ ロ ギ ー に客観 的 な存 在 を
授 け る マ ル クス の イ デ オ ロギ ー論 の一 定 の帰 結 で あ るが 、 しか し、 そ れ を イデ オ ロギ ー論 全 体
に妥 当 させ る こ とは 困難 で は な い か とい う見 解 を提 示 した 。
第5章 マ ル クス とイ デ オ ロギ ー の終 焉
マ ル クス に は イ デ オ ロギ ー が存 在 す る こと に関 す る、 つ ま りイ デ オ ロ ギ ー の事 実 性 に関 す る
直 観 的 な評 価 が存 在 す る。 そ れ も、 マ ル ク ス の イデ オ ロギ ー観 を特 徴 的 な もの にす る。 第5章
は、 この側 面 か らマ ル ク スの イ デ オ ロギ 」観 を素描 す る。
マ ル クス に と って は、 イ デ オ ロギ ー は廃 棄 さ れ る べ き現 象 で あ る。 端 的 に い っ て、 そ れ は
「疎 外」 現 象 だ か らで あ る。 そ れ故 、 イ デ ォ ロギ ー論 の構 想 は、 イ デ ォ ロギ ー を 生 産 す る現 実
の批 判 を 内包 す るの で あ り、 「イ デ オ ロギ ー の廃 棄 さ れ た現 実 」 とい う根 本 的 な 理 念 に よ って
動 機 づ け られ て い る。 イ デ オ ロギ ーが 存在 す る現実 は、 イ デ オ ロギ ー あ存 在 しな い透 明性 の理
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念 によ って測定 され、 それによって否定 され るべ き対象 とされて いる。以上 を・初 期 マルクス
の批判概念等 の考察 を通 じて明 らか に した。'
この展開 を踏 まえ、 マル クスは・ イデオ ロギーを現象 を二重 に否定 的に捉 えている ことを確
認 した。 まず、 イデオロギーは 「虚偽」 の何かで あ り、社会 的現実 を隠蔽するように機能する。
イデオ ロギー とは何であ り、如何 なる機能を有す るのか とい う視点か らみて、 マルクスに とっ
て イデオ ロギーは否定 的であった。換言 すれば、 イデオ ロギーは認 識論的価値、機能的側面 か
ら見て否定的 に評価 されている。同時に、 イデオ ロギーはそれ に止 どま らぬ否定 性 を有 して い
る。 イデオ ロギーが存在す るとい う事実性 に関 して も、 マルクスにとって イデオ ロギーは否定
的だ った。 イデオ ロギーは認識論的 に虚偽 であ ると同時 に、存在論 的 に非真理 で もある。 イデ
オロギーは、人 間が社会 を統制で きない ことによ って生産 され る産 物で あるか らで ある。 その
意 味で、 イデオ ロギーは 「人間学 的」 に も否定的 なので ある。以上 か ら、逆説 的だが、マル ク
スは 「イデオ ロギーの終焉」 を語 っている(望 んで いる)と い うテーゼを導 くことが出来 るの
で あ り、 このテーゼによ つてマル クスのイデオロギ ー観の個性 を示 す ことが出来 るのであ る。
2イ デォ ロギー論 の二つのモデル(第6章)
第6章 で は、建築 モデル と階級 モデル という二 つのモデルを取 り上 げ、 それ らが生 み出すイ
デ オロギー観 の対照 を行 う。『経済学批判』 にお いて提示 され る建築 モ デル にお いて は、 社会
が建築物 との類比 によって説明 され、経済 が土台 の位置 に、 イデオ ロギーを含む その他 の領域
が上 部構造 の位置 に置かれる。建築 モデルでは土台 と上部構造 の関係性が強調 されて いる。土
台が上部構 造を決定す るという関係 である。 その帰結 は以下 の二点 であ る。(1)建築 モデ ル は、
社会 の出来事 を土台 によ って一方的 に決定 され るもの と見倣す経済主義 を許 す余地 を残 すので
あ り、 イデオ ロギ ーの身分を単 なる随伴現象へ と引 き下 げる可能性 があ る。(2)建築 モデル にお
いて は、 イデオ ロギ ーの条件 として社 会的存在 による意識 の決定 とい う原則が提示 されている。
この限 りで、 イデ オロギーの条件の問題 は、特定 の階級 とい う視点 ではな く、物質 的生活 を営
むすべ ての入 間 との関係 において定式 化 され る。
他方、『ドイツ ・イデオロギー』 の階級 モデルにおいては、支配 階級 の思想 が支 配 的 な思想
であ り、 この思想 の生産者 が支配 階級 である こと、被支配階級 は自 らの思輝を生産で きないの
で、支 配的思想 を受動的に信 じることが表 明されている。 ここか ら、階級 モデルはイデオロギー
の条件 を階級帰属性 に求 めていると言 える。だが この モデル は、 階級 帰属性を認 め る と同時 に
イ デオロギーの支配 に巨木 な力 を与 える ことで・ 以下 の葛藤 を生 む。(1)階級 モデルが主張す る
階級帰属性 の立場 に立 っ時、なぜ一 方の階級 が他 の階級 のイデオ ロギーを受 け入 れ るのか、 そ
の理 由が曖昧 になる。 だが、階級 モデルにお いては、支配的 イデオ ロギーの圧倒 的 な威力 に こ
の受 け入 れの強制 の役割 が委託 され ることで、 その理 由は事実上間 われない。② この よ うにイ
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デ オロギ ーの支配 が全面化 している とす る と、今度 は階級帰属性の立場 に立っに もかかわ らず、
対 抗 イデオ ロギーの成立 のための余地が残 らない。
両 モデルの関係 につ いて、以下 のよ うな解釈 を提示 した。階級モデ ルは建築 モデルの欠陥を
補完 しうる。 建築 モデルの経済主義的欠陥 は、 イデオロギーの支配 力の承認(イ デ オロギ ーの
復権)に よって補 われ うるが、 これ を階級 モデルに託す ことがで きるのであ る。 ただ し、 この
よ うな並立 に関 して疑問点 も提示 した。 建築 モデルにお いては、 イデ オロギーの条件 は、 それ
を生産 し統括 す る特定 の階級で はな く、 土台 と上部構造 の関係のなかで生活 す るすべての人 間
との関係 において考察 されて いる。他方 、階級 モデル は、 イデオロギ ーの階級 との直接 的な関
係 をイデオ ロギ ーの条 件 と して明示化 す る立 場であ る。 両者 は両立 しうるだろ うか。 また、経
済主義 において は、 イデオ ロギ ーが一方 的 に決定 され るもの と して特徴 づけ られる ことによ っ
て、 その過小評価 が生 み出 された とすれば、 階級 モデルにおいては、今度 は支配的イデオロギー
が一方的 に支配 す るもの と して特徴づ け られ ることに よって、 その過大評価 が生 み出され るこ
とになる。 どち らの場 合 も、振 り子 は大 き く振 れす ぎてい る。以上 が、第6章 が二 つのモデル
に対 して提示 した疑 問点 であ る。
3ア ルチュセールのイデオ ロギー論
アルチュセールのイデオ ロギー論 には、 イデオ ロギー支配 の肥大化 とい う問題 が存在 す る。・
支 配的 イデオロギーの身分 とい う視点か らこの問題 を批判的 に考察 したのが、第7章 と第8章
であ る。
第7章 イデオ ロギーの支配 と支配的 イデオロギー
第7章 は、 アルチュセールの イデオロギ ー論の葛藤 を鮮明 にす ることを 目的 とす る。 この葛
藤 は、 イデ オロギーの永遠性 を主張す るた あに持 ち出 して いるアルチニセールの固有の規定 と、
伝統 的な支 配的 イデオ ロギー概念 との間で生 じる:葛藤で ある。
まず、 「理論 ・理論 的実践 ・理論 的形成」 の分析か ら、 イデオ ロギ ーに関す る存在 論 的規 定
と歴 史的規 定が提示 されて いることが分 か る。存在 論的規 定 は、階級社 会 にも階級無 き社会 に
も妥 当 し、 その意味で イデ オロギ ーは歴史貫通 的であ る。 そ して、 イデ オロギーの機能 は社 会
的凝集 と して説 明 され る。 歴史的規定 は階級社会 に妥 当す る。 この場面 で は、 イデオ ロギーの
機能 は文字 通 り社会 的凝 集 には求 め られないが、支配 階級 に有利 になるものと して規定 され る。
他方 で、 支配 的イデオ ロギーの概念 と問題構制 が導入 され、 イデ ォロギーの階級帰属性 が承
認 され、被 支配者 の イデオ ロギーが許容 されてい る。 しか し、 この ことは、 まずイデオ ロギー
の存在論 的主張 に反 す る。 とい うのは、被支配者 のイデオ ロギー は当該 の社会 の解体 を主張す
る可能性 があ り、 このよ うなイデオ ロギーは、凝集 をイデオ ロギーの機能 と看倣す存在論的規
定 か ら逸脱 す るか らであ る。 また、 これは歴史的規定 に も反す る。被支配者のイデオ ロギーは、
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必 ず しも支配 階級 に有利 に働 くとは言 えないか らであ る。
これが葛藤 であ る。裏返 せば、 イデオロギーの存 在論 的規定 と歴史的規定 は、最初 か らそ う
した対抗 イデオ ロギーを射程 におさめて いな い規定 であ るとも言 える。 アルチと セールがイデ
ォ ロギー自体 の規定 と看倣 す ものは、支配的 イデオ ロギーにのみ妥当す るよ うな ものであ った
可能性が ある。 ここかち第7章 は、「アルチュセール は支配 的イデオ ロギ ーを モデ ル と して イ
デ オロギーを定義 してお り、 そのため対抗 イデオ ロギーの存在が理論 的 に保証 されず、結果 的
に支配的 イデオ ロギーの肥大化 と過剰評価 だけが残 され る」 と結論 づ けた。
第8章 イデオ ロギーと想像的な もの
第8章 は、想像 的な ものと してのイデオ ロギーとい う規定(想 像性 テーゼ)の 功績 を鮮明 に
し、支配的 イデオ ロギー論への懐疑 とい う視点か らその限界を評価 す る。 まず、 第8章 が積極
的 な ものと して評価 したの は以下 の2点 で ある。(1)想像性 テーゼ は、想像 的な もの とい う言葉
の語 感 に反 して、 イデオロギー⑱ 「客観性」を開示す る。 ここで客観性 とは、想像 的な ものが
個人 の単 なる空想 や思 い付 きの水準 をこえ た超 一個人 的な構造 を有 し、個人 のイメ ージに 「無
意 識」的 に、構成的 に働 きかけるという意味であ る。②想像性 テーゼは、再 びその語感 に反 し
て、 イデ オロギー=虚 偽 とい う図式を相対化 す る。 っま り、想像的 な ものがイデオ ロギーで あ
るの は、 それが偽であ るとい う理由か らで はない。想像的な ものは、個人 と社会 の関係 を正 当
化 し自然化 す るよ うな政治的な機能 を持っ が故 に、 イデオロギ ー的で ある。
想像性 テーゼに対 す る批判 と して、 イデオ ロギーの作動 の視点が欠 けて いる とい う解釈 を提
示 した。 個 人 の 主観 的 な ものの社 会 的 な被 媒 介 性 は鮮 やか に描 き出 され て い るが、 イ デ オ ロギ ー
の作 動 が個 人 の主 観 的 な もの によ って媒 介 され て い る こ と は必 ず しも考 慮 され て い な い の で あ
る。 イ デ オ ロギ ーが個 人 の主 観 的 な もの を支 配 す る とい う こ と は、 個 人 の主 観 的 な ものが イ デ
オ ロギ ー に よ って媒 介 され る とい うだ けで はな く、 イ デ オ ロギ ー の方 が そ う した個 人 の主 観 的
な もの を取 り込 む こ とを も意 味す る。 これ が イデ オ ロギ ー の作 動 の視 点 で あ る。 こ う した批 判
を、 ア ル チ ュセ ール の支 配 的 イ デ オ ロ ギ ー論 の欠 陥 に対 す る批 判 と して も提 示 した 。 支 配 的 イ
デ オ ロギ ー とい え ど も、 対抗 す る集 団 の利 害 や願 望 を編 成 す る こ とに よ って しか 自 らの 支 配 を
作 動 させ え な い の で あ る。 第7章 で 見 た よ うに、 ア ル チ ュセ ー ル に お い て は イデ オ ロ ギ ー の支
配 の肥 大 化 が必 然 化 され るので あ るが、 しか し支 配 的 イ デ オ ロ ギ ー の支 配 は 自明 な 前 提 で は な
い ので あ る。
4イ デ オ ロギ ー と虚 偽(第9・章)
第9章 は、 イ デ オ ロギ ー の虚偽 説(虚 偽 を イ デ オ ロギ ーの必 要 条 件 とす る)を 巡 って 検 討 が
行 わ れ る。 第9章 の課 題 は・ イデ オ ロギ ー の虚 偽 説 を相 対 化 し、 イデ オ ロ ヂ ー と虚 偽 の 関 係 の
相 対 性 を浮 き彫 りにす る こ とで あ る。
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まず 、 イ デ オ ロギ ー と虚 偽 の領 域 は完 全 に は重 な らな い こ とを示 し、 領 域 の視 点 か ら虚 偽 説
を 相 対 化 した。 も し両 者 が完 全 に重 な る な ら、(1)「す べ て の虚 偽 が イ デ ォ ロギ ー的 で あ.る」 と
い う仮 説 が 可 能 に な る に な るが 、(1)は、 イデ オ ロギ ー的 で はな い虚 偽 の存 在 を示 す こ と に よ っ
て論 駁 され る。 つ ま り、 必 ず し もす べ て の 虚 偽 が イ デ オ ロギ ー的 で は な い こ と を示 せ ば よ い 。
しか し、 この手 続 きは、 虚 偽 の全 領 域 の中 か ら非 イ デ オ ロギ ー的 な虚 偽 を排 除 す る だ け で あ っ
て、 イ デ オ ロギ ー的 で あ る虚 偽 の存 在 を 否 定 せ ず、 逆 にそ う した虚 偽 の存 在 を 際立 た せ る。 し
た が って 、 ② 「す べ て の イデ オ ロギ ー的 な もの は虚 偽 で あ る」 とい う仮 説 が論 駁 さ れ ず に 存 続
す る。(2)につ いて は、 イ デ オ ロギ ー的 で あ って も虚 偽 で は な い もの、 つ ま り、 イ デ オ ロ ギ ー の
主 張 が真 で あ りな が らイ デオ ロギ ー的 で あ る と判 断 す る こ とが で きるよ うな事例 を示 せ ば よ い。
以 上 の手 続 きを行 い、 領 域 確定 の視 点 か ら虚 偽 説 を相 対 化 した。
だ が、 以 上 の手 続 き は、 イデ オ ロギ ー が虚 偽 で あ る場 合 が あ り うる こと を否 定 しな い。 そ の
た め、 そ う した イデ オ ロギ ー に見 出 され る虚 偽 はイ デ オ ロギ ー に固 有 な 虚 偽 で はな いか とい う
仮 説 が あ り う る。R・ ゲ ー ス の 「軽 蔑 的 な意 味 で の イ デ オ ロギ ー」 を参 照 して、 次 に この 問 題
を考 察 した。 軽 蔑 的 な意 味 で の イ デ オ ロギ ー は、 三 っ に下 位 分 類 され る(認 識 的、 機 能 的 、 発
生 的)。 そ れ ぞ れ の 批 判 的 分 析 を 通 じて、 イ デ オ ロギ ー に 固 有 の虚 偽 は、 実 は イ デ オ ロ ギ ー に
頻 繁 に随 伴 す る虚 偽 に す ぎな い可 能 性 が あ り、 この種 の虚 偽 は、 それ が イ デ オ ロギ ー的 な機 能 咋
を 遂 行 す る限 りで 他 の虚 偽 か ら相 対 的 に区 別 され るが、 しか し、 この 機 能 が特 定 の 虚 偽 に予 め
備 わ って い る と言 え な い(真 の 信 念 もこの 機 能 を 果 た しう る)と 結論 づ け た。
領 域 の 問 題 と して は、 必 ず し もす べ て の 虚 偽 が イ デ オ ロ ギ ー的 で あ るわ けで はな く、 す べ て
の イ デ オ ロ ギ ー的 な ものが 虚 偽 で あ るわ けで は な い。 また 、 特 定 の虚 偽 に あ らか じめ イデ オ ロ
ギ ー性 が 備 わ って い る とは言 いが た いの で あ る。
結 論(第10章)
結論 部 で は、 イ デ オ ロ ギ ー支 配 の過 剰 評 価 の 問題 を イ デ オ ロギ ーの 問 題 地盤 との 関連 で 考察
した。 この 問 題 は、 イ デ オ ロギ ーの 問題 地 盤 自体 に内存 す る と考 え られ る。 そ こで は、 イ デ オ
ロギ ーが 政 治 的 な 支 配 関 係 の 媒 介 と して特 徴 づ け られ て い た。 こ こで 注 意 す べ き は、 こ の特 徴
づ け は最 初 か ら支 配 的 イデ オ ロ ギ ーの特 徴 づ けだ った の で はな いか とい う ことで あ る。 っ ま り、
イデ オ ロギ ーの 問 題 地 盤 は支 配 的 イデ オ ロギ ー を モ デ ル と して い た と言 い換 え る こ とが で き る。
提 出 論文 は、 支 配 的 イ デ オ ロギ ーの身 分 に 関 して は、 支 配 的 イ デ オ ロ ギ ーの 身分 を 引 き下 げ
るべ き とす るr支 配 的 イ デ オ ロ ギ ー ・テ ー ゼ』 の主 張(主 と して イ デ オ ロ ギ ー外 的 な 契機 が支
配 と服 従 を 媒 介 す る、 支配 的 イ デ オ ロギ ー が支 配 と服 従 を完 全 に実 現 してわ けで はな い)に 対
して 同意 の準 備 が あ る こ とを示 した。 さ らに、 支 配 的 イ デ オ ロ ギ ー論 の 改 訂 の方 向 も示 した。
支 配 的 イデ オ ロギ ー と いえ ど も、 そ れ が作 動 す るた め に は、 イ デ オ ロギ ーを 前 に した人 間 を説
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得 し、 その同意 を形成 しなけれ ばな らない。 っま り、 イデオ ロギーを前 に した人 間 と交渉 しな
けれ ばな らない。 イデオ ロギーの作動 には、 イデオロギーの説得を解釈 し判断するイデオロギー
を前 に した人間 を想定 しなけれ ばな らない。 イデオ ロギーの作動 のメカニズムにこう した視点
を導入す る ことが、改訂 の方向で ある。
しか し、支配的 イデオロギーの身分 の引 き下 げ と改訂 を承認 したと して も、 それ はイデ オロ
ギ ーの効果 をすべ て否定す ることで はない。 ただ し、 この効果 を考察す るため には、従来 の支
配 的イデオ ロギー論 とは別 の新 たな枠組 みを構築す る必要 があ る。 この必要性 の確認 を もって、
提 出論文 は閉 じられ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 はまず、一般 にイデオ ロギーが問題化 され る地盤 を社 会 にお ける政治 的な支配関係 の
うちに見定 め、 多様 な イデオ ロギー観 に共通す るその公約数 的な定式 一 イデ オ ロギー とは、
人 間の社会 的な支配 関係 を媒介す る、 しか もた いてい は社会 的現実 を隠 蔽 し歪 曲 す るよ うな、
観念 的な社会現象 であ る一 を設定す る。 こ うした定式 を暫定 的な枠組 として、 イデオロギー
に関す る諸概念 や諸 モデルを検討 しっっ、観念 や言説 がイデオ ロギー とみなされ るさいの条 件
とその諸契機 を確定 し、 それ らの概念やモ デルがいかな る契機 に立脚す るか を確認 して いる。
そ こか ら、従来 のイデオ ロギー論が支配 性の契機 を一元 的に過大評価 し、個人の受動 性を 自明
視 して いる ことを際立 たせて いる。本論 で は、 こうした解明動機 を経糸 と して、 マル クスか ら
今 日にいたるイデオ ロギー論 の批判 的解釈 が展開 され るので ある。その論述展 開 は四つの主題
群 に分か たれ る。(一)マ ル クスの イデオ ロギー論 の性格 を解 明す る第二 、三 、 四、 五章
(二)マ ル クシズ ムに一般 的なイデオロギ ー論 の二 っのモデルを検討す る第六 章(三)ア ル
チ ュセ ール のイデオロギー論を考察 す る第七、八章(四)イ デオ ロギーの虚偽性 の問題 を統
括 す る第九章 。本論文 はこれ らに序論 と結論 をあわせ た全十章 か ら構成 されている。
(一)第 二章 「初期 マル クスの宗教批判」 は、彼のイデオロギー論の構想が フォイエルバ ッ
ハ の宗教批判 を批判 的 に継承 し発展 させ た ものであ ることを指摘す る。神の本質 は人間本質の
自己疎外的 な対象化 であ りなが ら人間を対象的 に支配 す るとい う、転倒 の構造 を明 らか に した
フ ォイエルバ ッハ か ら、 マル クスはさ らに、人 間本質 の実現 を阻害 して そ うした疎 外的表 象を
生 み出させ る社会的現実 その ものへの批判 にむか うのである。第三章 「『ドイッ ・イデオロギー』
のイデオ ロギー論」で は、 イデオロギー において人 間の諸関係が逆立 ち して現象す ることを説
明す るcalneraobscuraの比 喩を手懸 りに、 イデオ ロギ ーの根本的 な構造特 質 を浮彫 り してい
一366一
る。観念論哲学 は、現実 の生活過程 に制約 されて産 出 されたその反映や昇華 にす ぎな い観 念的
所産を、それ 自身が現実を制約す る自立 的な ものであ るかのよ うに転倒 させ て い る。 一 般 に、
イデ オロギ ーは現実 に対す る関係の観念論 的な転倒性 と非 自立的 な反映性の表裏 によって特質
づ け られ る。第四章 「『資本論』 のイデオ ロギー」 は、商品の フェテ ィシズムを範例 と して商
品 と宗教 的対象 とイデ オロギーの類比 的な現象構造 を、 したが ってイデオロギ ーの フェテ ィシ
ズム的性格 を解 明 してい る。労働生産物 が私 的有用性 を越 えた自律的 な交換価値を そなえ る商
品 とな り、 資本制社会 に流通 す るよ うに、観念生産物 も個人的想念 を越え た自律的効力 と して
社会的 に通用 す るもの とな る。 それは特定 のイデオローグや階級 の生 産物 というよ りも、 一定
の社会体制 の構造的効果 として生 まれ る必然化 され た仮象 であ る。 この ことは、 イデオ ロギ ー
の存立条件 の一契機で あるその生産 者が一般化 、 客観 化 され うる ことを示 して い る。 第 五章
「マル クス とイデオ ロギーの終焉」で は、以上 の イデ オロギー規定を統 括 して、 彼 のイ デ オ ロ
ギー論 の構想 が イデオ ロギ ーの廃棄 と現実社会 の変革 とい う根本動機 を孕んで いる ことを明示
す る。疎外 的な表象、逆立 ち した観念態、 フェテ ィッシュ的仮象 はいずれ も、 その起源で ある
人間 の現実 的本質 や産 出活動 を隠蔽 して自立化 し、人間を支 配 し制御す るにいたるが、 そ う し
た倒錯 は社会 的現実 の倒錯 に根 ざ しているか らであ る。
(二)第 六章 「イデオ ロギーの二っの モデル」 は、 マル クシズムに大 きな影響 を与 えた モ・
デルを イデオ ロギー論一般 の地平 で検討 してい る。 『経済学批判』 の建築 モデ ルで は、 土 台 で
あ る経 済が上部構造の イデオロギ ーを制約 す る。 それ は経済 に対 す るイデオ ロギーの存在披拘
束性 と反 映性を強調 し、経済決定論 を惹起 す る可能性 を有 してい る。『ドイツ ・イデオロギー』
の階級 モデルで は、 階級 をその生産主体 とす るイデオ ロギーの階級帰属性 と支配階級 によ るイ
デオ ロギーの一元 的支配力 が強調 され る。論者 は両 モデルの補完 と葛藤 の関係 を論述 し、 その
間 の大 きな振 幅に注 目している。
(三)第 七章 「イデオ ロギーの支配 と支配的 イデオロギー」 は、反経済主義 とイデオ ロギー
論 の再興 を推進 したアルチュセールを論 じて いる。彼 は社 会の複合的 一構造的 な統一態 にお け
るイデオ ロギーの相対 的自律性を認 め、それが経済過程 の存立 と活動 を可能 にす る条件 で もあ
るとす る。 さ らに、 それ は社会 に不可欠 の凝集機能 と して、歴 史社会 に普遍的 に貫通す る本質
構造 的 な機能契機 で あるとす る。 イデオ ロギーの一般 的機能 への固有 の視野 を開 く洞察 であ る
といえ よ う。 しか し論 者 は、社 会 に普遍 的なイデオ ロギー と階級 帰属的 なイデオロギーの二重
性 が孕む問題 を批判 的 に論究 してい る。第八章 「イデオ ロギー と想像的 な もの」 は、 アルチュ1
セールのイデオ ロギー規定 の本質契機 をなす想像性 の特質 を明 らか にす る。 彼によれば、 イデ
オ ロギー は人 間の現実 的な存在条件 に対す る現実的関係で はな く想像 的関係 を表現す る。 こう
した想像性 は現実 と一致 しない虚偽で はな く、現実 との関係 を本質 的に構成 す る契機 で あ る。
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想像性契機 の こう した普遍 化 と本質化 は、 イデオロギーを生 の態勢 の原基 的な層 に まで深化 さ
せ る。 が、 それ は主観 的な ものの曖昧 さや過剰 さを もた らさな いだ ろうか。 しか し、想像性 は
私 的主観 の領 域 に属す るので はな く、諸個人 の社会的 な関係 と統 合を可能 にする超個人 的、集
合 的な構造 であ り、その限 り客観 的な性格 を もつ もので ある。
(四)現 実 に対 す る観 念の関係 に含 まれる転倒性、仮象性、 歪曲性 な どの虚偽性格 は諸処
で言及 されて いた。第九章 「イデオ ロギー と虚偽」 は総括的 に、 イデ オロギーに固有 の虚偽性
が どこに存 す るかを確定 してい る。詳細 な吟味を通 じて、 イデオ ロギーの虚偽性 は認識 内容 の
虚偽 や発生起 源の制約 に必 然的 に結 びつ くもので はな く、 それ らに対 して中立 であ ること、 そ
れ は社会 的関係のなかで一 定の支配性 に関与す る機 能(正 当化 や隠蔽 な ど)の うちに存す る こ
とが論証 されて いる。 もっとも、 そ うした機能が イデ オロギー的虚偽性 として評価 され批判 さ
れ るため には、人間の歴史社会 の倫理性 に関す る洞 察 一 それ 自身 がまたイデオ ロギー批判 に
さ らされ うる一 が前 提 されな ければな らないであ ろう。
以上 のよ うに、論者 はイデオ ロギーに関す る諸理 論や諸概念 を検討 し、 その存立条件 をなす
諸契機 を明示 的 に規定 してい る。 そ して、 それ ら諸規定 の間の矛盾、緊張、両立、補完 などの
関係 を うむ ことな く詳察 し、 自らのイデ オロギー観 の軸 となる契機 を浮 き上が らせて いる。 そ
れは、支配 イデオ ロギーの一元的 な過大視 を相対化 す るとと、対抗 イデオロギ ーを も理論 的視
野 に収 め、 イデオ ロギーを多元的 な動態 において捉 え ること、 イデオロギーによる個人の被媒
介性 だけでな く個人 の主体 的関与 の契機を も顧慮す ること、 とい った点を強調す るものである。
なお、本論文 で は主題 の方法的 な制限 によって抑制 されているが、 イデオロギ ー問題 に関連す
る多面的 な事象領域 と学問領域 に開かれた生産的 な研究 を推進す ること、 また、 イデオ ロギー
論 と して のマルクス解釈を専門的なマル クス学 の知見 との参 照関係 にも耐 え うる水準 にまで鍛
え る ことなどが、今後 に期待 され る。 しか し、 マルクス、 アルチ ュセールを中心 に今 日のイデ
オロギー研究 の諸文献 を も渉猟 しっっ、主体的 な研究姿勢 と構 想の方法的首尾 を貫 いた研究 は、
多 とされ嘱 目され る もので あ り、その成果 は社会哲学 な らびに社会思想 史の進展 に寄与す る と
ころ少 な くない と評価 され る。
よって、 本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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